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岡山大学 研究・イノベーション共創機構
産学官連携本部 副本部長
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本日の話

DXビジョン形成型伴走支援

１．岡山大学におけるDX推進活動

２．岡山大学におけるGX推進活動

３．ビジョン・ドリブンの産学連携活動
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4月 数理データサイエンスタスクフォース 設置
10月 岡山県 企業と大学との共同研究センター 設置

おかやまＡI・ＩoＴ・セキュリティ寄付講座 プレ実施
共創コンソーシアム AI・セキュア・IoT（ＯＡＳＩＳ）発足

4月 Cypher（サイバーフィジカル情報応用研究コア） 発足
11月 総務省事業「Web×IoT メイカーズチャレンジ」への参画開始
4月 中四国最大規模の新工学部 発足

デジタルトランスフォーメーション（ＤX）推進本部 発足
6月 岡大データサイエンス（ＤS）部 発足
8月 文部科学省｢数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）｣に認定
3月 岡山県吉備中央町が指定を受けたデジタル田園健康特区に医療連携で参画
4月 ＡＩ・数理データサイエンスセンター 設置

岡山大学起業部 発足
おかやまＡI・ＩoＴ・セキュリティ寄付講座が文部科学省・職業実践力育成プログラム認定

9月 事務職員向けDX研修（ノーコードによるAP開発）を開催（入門コース）
7月 DXサンライズおかやま（DXSUN）を発足
8月 文部科学省｢数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）｣に認定
9月 事務職員向けDX研修を開催（入門コース、アドバンスコース）
11月 DS部員がデジタル人材共創連盟「教育サポーター」に認定

4月 おかやまデジタルイノベーション創出プラットフォーム（OI-Start）発足

おかやまDXコアの形成・発展
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DXサンライズおかやま（DXSUN）
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DXビジョン形成型伴走支援

デジタル化・DXソリューション提供型支援

岡山県内中小企業のＤＸを強力に後押しするため、ＤＸに向けたビジョン形成型伴走支援やデジタ
ル人材の育成を目的として、産学官金１１社の連携により２０２３年７月に発足。
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DXSUNによるビジョン形成型伴走支援

DXビジョン形成型伴走支援

山林事業を営む県内企業への伴走支援を通じて、５年後のDXビジョン・ロードマップを策定

5



DXSUNによるビジョン形成型伴走支援

DXビジョン形成型伴走支援

概ね５年後のビジョン実現に向けたロードマップ
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DXSUNのこれまでの成果

＜伴走支援先企業が経済産業省「DXセレクション２０２４」に選出＞

経済産業省「DXセレクション2024選定企業レポート」から引用

＜経済産業省「DX支援ガイダンス（2024年3月策定）」にDXSUNの取組事例が掲載＞

経済産業省「DX支援ガイダンス －デジタル化から始める中堅・中小企業等の
伴走支援 アプローチ－（別冊事例集）」から引用

大学・教育機関として唯一の掲載
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地域脱炭素創生・岡山コンソーシアム
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地域脱炭素創生・岡山コンソーシアムのこれまでの活動

（セミナーの開催） （勉強会の開催）

第一回（令和５年６月）

テーマ：地球温暖化対策の現状と脱炭素経営について 他
講 師：中国四国地方環境事務所 地域脱炭素創生室 他

第二回（令和５年８月）

テーマ：岡山県におけるカーボンニュートラルの取組について
講 師：岡山県 環境文化部新エネルギー・温暖化対策室

第三回（令和５年１２月）

テーマ：岡山大学におけるカーボンニュートラルの取り組み 他
講 師：岡山大学 ＤＸ・ＧＸ担当理事、上席副学長 他

第四回（令和６年３月）

テーマ：ちゅうぎんグループにおける脱炭素の取組み 他
講 師：株式会社中国銀行地方創生SDGs推進部 他
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学生によるカーボンフットプリントチャレンジ（令和５年度）

岡山大学経済学部の学生が県内企業の主要製品について
「カーボンフットプリント（CFP）算定」を実施。
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DX・GXの融合による支援活動

カーボンフットプリント算定企業を対象として
ワークショップ形式で概ね５年後のDX・GXビジョン・ロードマップを検討

産学官連携コーディネーター、大学事務職員、経営指導員、自治体職員等 約20名が参加

DX・GX両面で企業の成長をサポート

経営課題の抽出・整理 各グループで検討したDXビジョン・ロードマップを発表
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学生によるカーボンフットプリントチャレンジ（令和６年度）

昨年度に引き続き岡山大学経済学部によるカーボンフットプリント（CFP）チャレンジ
ワークショップを岡山県商工会連合会との連携により令和６年７月２５日に開催。
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カーボンフットプリント勉強会（毎月開催）

岡山大学が事務局を務める「岡山大学研究協力会」の新企画として、
カーボンフットプリント（CFP）勉強会を令和６年７月から毎月開催。

【講師】
一般社団法人サステナブル経営推進機構
（Sustainable Management Promotion Organization）＜略称「SuMPO」（さんぽ）＞ ＜第一回勉強会（7/26）の様子＞

【オブザーバー】
岡山大学 経済学部 准教授（会計学） 天王寺谷 達将
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14

DX・GXを基軸とした「ビジョン・ドリブン」の産学連携

カーボンフットプリント サステナブルな将来ビジョン検討 ビジョン・ドリブンの産学連携
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ビジョンへの共感から共創活動へ
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ビジョン
（ありたい姿）

共創共有

• 社内外へビジョンを発信し
共感を得る

• ビジョン実現に向けたストー
リーを含め感覚的に共有する

• ビジョンへの共感が引き金
となりアクションを起こす

• ビジョン実現に向け主体性を
持ちながら共創活動を行う

共感 共鳴

岡山大学が目指す共創活動による新価値創造のエコシステム像



ご清聴いただきましてありがとうございました。
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環境省「令和6年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」に採択

（環境省HPから引用）
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環境省「令和6年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」に採択

昨年度公募・今年度公募通じて大学としては全国初の採択

（環境省HPから引用）
18



環境省「令和6年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」実施体制

申請者

連携支援者

岡山県内

岡山県外

• 岡山大学（代表申請者）
• 株式会社中国銀行

• 岡山県、一般社団法人岡山県商工会議所連合会、岡山県商工会連合会、岡山県中小
企業団体中央会、公益財団法人岡山県産業振興財団、一般財団法人岡山経済研究所、
株式会社Ｃキューブ・コンサルティング、株式会社システムズナカシマ、株式会社両備シ
ステムズ

• 一般社団法人サステナブル経営推進機構、一般社団法人炭素会計アドバイザー協会、
三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損保株式会社、MS&AD イン
ターリスク総研株式会社 19

DXサンライズおかやま構成員



地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制の構築

地域脱炭素創生・岡山コンソーシアム
旗振機能、接点機能

（脱炭素支援構想設計、意識啓発等）

岡
山
県
内

中
堅
・中
小
企
業DXサンライズおかやま（DXSUN）

・
連携支援機関

提案機能
（可視化ツール提供、DX・GXビジョン・ロードマップ策定支援等）

連携
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地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制の構築

旗振機能、接点機能

提案機能

DX・GX支援

旗振役

接点役

岡
山
県

中国銀行岡山大学

金融機関 商工団体 経済団体

提案役 DXSUN
MS＆AD
グループ

SuMPO
炭素会計アドバイザー協会

現状可視化

目標設定

施策実行

情報公開

現在地把握
（業界情報提供等）
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地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制の構築

• 令和６年７月１６日に環境省とのキックオフ・ミーティングを開催。
• 地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築に向けた方向性について議論を交わした。
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目指すべき姿

（環境省「地域ぐるみの支援体制構築ガイドブック」から引用）
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GHG排出量算定に係る普及啓発の必要性

一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2022）から抜粋

• GHG排出量算定の必要性は感じているものの、算定方法を理解していない企業が多く、
実際に手を動かしながらCFPにチャレンジすることが大事。

• 支援機関、学生と共にCFPに取り組むことで、支援スキル向上、高度人材育成を目指す。
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令和６年度活動スケジュール

事前協議 実態把握 地域ぐるみ支援体制の設計・支援実行

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和６年 令和７年

キックオフ・
ミーティング

岡山大学研究協力会によるCFP勉強会（月１回開催）

企業向けアンケート調査

企業向けヒアリング調査

支援機関向けヒアリング調査

脱炭素セミナー・勉強会等（随時開催）

CO2排出量可視化ツール体験会 DXSUNワークショップ

ヒアリング・アンケート調査結果を踏まえた
地域ぐるみでの支援体制・支援メニューの検討

経済学部生によるCFPチャレンジワークショップ（２回程度開催）

CFP算定・組織GHG排出量算定支援（１～３社程度）
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